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ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありが
とうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なくお
使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ
くお読みください。お読みになったあとは、保証書と共に大切
に保管し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入を必ず確か
め、販売店からお受け取りください。 取扱説明書

保証書別添付

デスクトップオーディオシステム

TSX-140
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害
や財産への損害を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するた
めに、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲の
コンセントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためで
す。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラ
グをコンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　
● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になりま
す。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。
● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の
原因になります。

必ずAC100V （50/60Hz）の電源電圧で使
用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の
原因になります。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因にな
ります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合
はすぐに水で洗い流し、医師に相談してください。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開け
ない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

警告 この表示の欄は、「死亡する可能性
または重傷を負う可能性が想定され
る」内容です。

電源/電源コード 電池

分解禁止

設置
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放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（本機の周囲に左右10cm、上15cm、背面10cm
以上のスペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、
必ず販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になりま
す。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れな
い。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧
品・薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になり
ます。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷す
る原因になります。

CD挿入口や、放熱用の通風孔、パネルのすき
間から金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除
く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグが
ショートして火災や感電の原因になります。

本機を主電源から完全に切り離すには、電源プ
ラグをコンセントから抜く。
本体の ボタンでシステムオフ状態にしても、本
機はまだ通電状態にあります。

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコ
ンセントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ
らない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に
差し込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、
プラグにほこりが堆積して発熱や火災の原因にな
ります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコ
ンセントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

付属のACアダプターを使用する。
それ以外のものを使用すると火災の原因となるこ
とがあります。

ACアダプターは、布や布団でおおったり、つ
つんだりしない。
熱がこもり、ケースが変型し、火災の原因となる
ことがあります。

電池は極性表示（プラス＋とマイナス－）に
従って、正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原
因になります。

指定以外の電池は使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になりま
す。

電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れな
い。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になりま
す。

使用上の注意

手入れ

注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能
性または物的損害が発生する可能性
が想定される」内容です。

電源/電源コード

電池
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使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り
外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になりま
す。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決
めに従って廃棄する。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くな
る場所（暖房機のそばなど）には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じ
て、火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の
原因になります。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に
障害をあたえるおそれがあります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべ
ての接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になりま
す。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

再生の前には、音量（ボリューム）を最小にす
る。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が
発生することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態
でしばらく放置してください。

ブラウン管を使用したディスプレイから離して
設置する。
色むらが起きることがあります。

外部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明
書をよく読み、説明に従って接続する。

ＣＤ挿入口には手を入れない。
本機のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因
になります。

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクを使用しない。
ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び
散って、けがの原因になります。

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原因にな
ります。

大きな音で長時間ヘッドフォンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜
く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふか
ない。また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。
柔らかい布で乾拭きするか、汚れがひどいときは、
水を布に含ませ、よくしぼって拭き取ってくださ
い。

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼す
る。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故
障の原因になります。

設置

移動

使用上の注意

手入れ
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本機でできること
－ iPod/iPhone、CD、USB機器とAUXを使った外部機器の再生と、ラジオの受信ができます。
－ iPod/iPhone を本機に接続したままで、PC上の iTunes と同期できます (iPod ⇔ iTunes 同期機能 )。
－アラーム音として、音楽、ビープ音、またはその両方を設定できます。アラーム設定時刻になると、お好
みの音量で設定した音楽が流れ、快適な目覚めを提供します。(IntelliAlarm 機能 )

－お好みのラジオ放送局を FM/AMそれぞれ5局までかんたんに登録 /呼出できます。
－低音、中音、高音をお好みの音質に調整できます。

本書について
• 本文中の iPod という表記は iPhone も含みます。
• 本体とリモコンのどちらでも操作できる場合は、本体での操作を中心に記載しています。

付属品

リモコンを使用する リモコンの電池を交換する
の方向にツマミを押しこみながら、電池ケース

を の方向に引き出してください。

AC
アダプター

電源コード Dock
ドック

 
カバー

FM簡易
アンテナ

AMループ
アンテナ

(DC 15 V、2.56 A 以上
モデルナンバー :
EADP-38EB A または
NU40-2150266-I3)

（CR2025型
ボタン電池使用）

USB
キャップ

• お子様が
USBキャッ
プを飲み込ま
ないよう、お
子様の手の届
かないところ
に保管してく
ださい。

ご注意

リモコン

6m以内

絶縁シート：使用する前に
引き抜いてください。

1

2

3

CR2025型
ボタン電池
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上面の機能

1 iPod Dock
ドック

：iPod を接続します。
2 USBポート：USB機器を接続します。
（☞ P. 7）

USB機器を使用しないときは、コネクターを保護する
ためにUSBキャップをかぶせてください。

3 ：システムオン /オフ切替
システムオフ時にも時刻は表示されます。
y

• 本体の ボタンを3秒以上押し続けると、システムが
省電力モードに切り替わります。省電力モード時には、
前面ディスプレイの表示が消え、電力の消費を抑える
ことができます。省電力モードを解除するには、本体
の ボタンを押します。

• システムオフおよび省電力モード時でもアラーム機能
は動作します。

4 DIMMER
ディマー

：前面ディスプレイの明るさを調整
できます。
A（オート）  3（明るい）  2  1（暗い）
 A へ戻る

y
A（オート）に設定した場合、自動的に室内の明るさに
適した明るさに調整します。

5 ALARM
アラーム

：アラーム機能オン /オフ切替
（☞ P. 11）

6 SET
セット

：アラーム設定（☞ P. 9）

7 SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

（☞ P. 11）

8 TUNING
チューニング

（☞ P. 8）
9 オーディオ操作ボタン : 曲のスキップ、早戻し /
早送り、再生 /一時停止、停止

0 :CD 取り出し
A CD挿入口（☞ P. 7）

各部名称とその機能

Dock
ドック

 
アダプター

iPod を iPod Dock
ドック

 に接続する。

y

iPod Dock
ドック

 に接続すると充電されます。省電力モード時には、充電されません。

• お使いの iPod に対応しているDock
ドック

アダプターを必ずご使用ください。アダ
プターを装着しない、またはアダプターが適合していない場合、ぐらつきや
接触不良によりコネクターが破損する恐れがあります。

• iPod に保護ケースを付けたまま無理に接続すると、コネクターが破損する恐
れがありますので、保護ケースを外して接続してください。

• iPod を使用しない時は、コネクターを保護するためにDock
ドック

 カバーをかぶせ
てください。

ご注意

ご注意



各部名称とその機能
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前面の機能

1 前面ディスプレイ：時計やさまざまな情報を表
示します。

2 プリセットインジケーター：放送局のプリセッ
ト番号を表示します。（☞ P. 8）

3 プレイ、シャッフル、リピートインジケー
ター：再生状態を表示します。（☞ P. 9、12）

4 ソースインジケーター：選択中のソースを表示
します。

5 照度センサー：周囲の明るさを感知します。セ
ンサーが隠れないようにしてください。

6 SOURCE
ソース

：ソース切替

7 VOLUME
ボリューム

：音量調整

8 PRESET
プリセット

 
（データCD、USB機器再生時）：フォルダ切替
（ラジオ聴取時）：プリセット選択（☞ P. 8）

9 HEADPHONES
ヘッドフォンズ

：ヘッドフォンを接続します。

0 MEMORY 
メモリー

：放送局のプリセット番号を登録し
ます。（☞ P. 8）

A EQ：音質調整（☞ P. 12）
B SYNC：iPod ⇔ iTunes 同期機能オン /オフ切
替（☞ P. 6）



各部名称とその機能
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背面の機能（アンテナ接続）

1 FMアンテナ端子：付属のFM簡易アンテナを接
続します。

2 AMアンテナ端子：付属のAMループアンテナ
を接続します。

3 GND：FM簡易アンテナの GND線を接続しま
す（下図参照）。

4 AUX：外部機器を接続します。（☞ P. 8）

5 USB FOR SYNC.：PC と接続します。
（☞ P. 6）

6 15V ：ACアダプターを接続します。

7 CLOCK
クロック

：時計を設定します。（☞ P. 5）

8 ALARM
アラーム

 TYPE
タイプ

：（☞ P. 9）
9 FM簡易アンテナ（付属品）

FM簡易アンテナのGND線の接続
GND線の接続を終えたあとに FMアンテナ端子を接続することをおすすめします。

AMループアンテナの組立

• アンテナはしっかりと張ってくださ
い。

• 付属のアンテナの代わりに屋外アン
テナを使用すると受信状態が良くな
ります。

• 受信状態が悪い場合は、アンテナの
高さや方向、設置場所を変えてくだ
さい。

ご注意

1

2

3 4

1コードの被覆部を外し
て、先端をひねって束
ねてください。

2GND端子を回して最後まで引き出してく
ださい。

3GND端子のリングの内側にコードを巻き
つけてください。

4コードが端子から外れないよう注意
してGND端子を締めてください。

リング

• 受信状況の良い場所を探して、アンテナを配置してください。
• アンテナの近くにデジタル機器等があると影響を受ける場合があります。

ご注意



時計を合わせる

5 Ja

リモコン

1 赤外線信号送信部
2 ：システムオン /オフ
3 ソースボタン：ソース切替。ラジオ聴取時に、

RADIO
ラジオ

で FM/AMを切り替えます。

4 FOLDER
フォルダ

（データCD、USB機器再生時）：
フォルダ切替

PRESET
プリセット

（ラジオ聴取時）：プリセット選択
（☞ P. 8）

5 （シャッフル）、 （リピート）：（☞ P. 12）
6 ：再生停止

7 、 （曲の再生中）：曲のスキップ、早戻し /
早送り
TUNING
チューニング

（ラジオ聴取時）：ラジオのチューニン
グをします。（☞ P. 8）

8 ：再生 /一時停止

9 MUTE
ミュート

：消音 /消音の解除

0 VOLUME
ボリューム

：音量調整

A SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

：スヌーズ /スリープ設定
（☞ P. 12）

B ALARM
アラーム

：アラームオン /オフ切替（☞ P. 11）

C SYNC
シンク

：iPod ⇔ iTunes 同期機能オン /オフ切
替（☞ P. 6）

iPod 操作ボタン

時計を合わせる

1 CLOCK
クロック

をSET
セット

にする。
2 時刻を合わせる。

PRESET
プリセット

で時刻を合わせます。
3 CLOCK

クロック

をLOCK
ロック

に合わせ終了する。
LOCK
ロック

に合わせた時点を00秒として、
時計が設定されます。

y

• ステップ2でiPodを iPod dock
ドック

に接続する
と、iPod の時刻が本機にコピーされます。
あらかじめ iPod が接続されていた場合、時
刻はコピーされません。

• ステップ2で SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

を押すと、
時間表示 (12時間 /24時間 ) を選択できま
す。

電源コードをコンセントから抜くなどして、
電力が1 週間以上供給されないと、時計の設
定はリセットされます。

背面

1 2

前面

ご注意

3
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操作

対応 iPod については、「主な仕様」（☞ P. 17）を参照してください。

お使いの iPod を本機に接続したまま、PC上の iTunes と同期させることができます。

iPod の音楽を聴く

iPod を聴く

1 iPod を iPod Dock
ドック

に接続する。
2 SOURCE

ソース

を iPod にする。
3 iPod を再生する。
リモコン、iPod、本機のいずれからで
も再生できます。

y
• iPod はいつでも取り外せます。
• 本機がシステムオフ時でも、iPod のミュー
ジック /ビデオを再生することで本機は自動
的にシステムオンし、iPodを再生します。

iTunes と同期させる（iPod ⇔ iTunes 同期機能）

1 本機とPCを市販のUSB2.0ケーブル
(A- ミニ Bタイプ )で接続する。

2m以下のUSB2.0 ケーブルをご使用くだ
さい。

2 iPod を iPod Dock
ドック

に接続する。
3 システムをオンにする。
SYNC
シンク

の横にあるSYNC
シンク

インジケー
ターが点灯します。

4 SYNC
シンク

を長押しする。
SYNC
シンク

インジケーターが点滅したら、
iTunes から iPod の同期を行ってくだ
さい。同期については、iPod の説明書
を参照してください。

5 iTunes 上で iPod を「取り出し」し

たあとに SYNC
シンク

を長押しして、
iPod ⇔ iTunes 同期機能を終了す
る。

y
iPod の同期中に、iPod 以外のソースの音楽
を再生することができます。

• iPod⇔iTunes同期機能を使用しているとき
は、システムオフにすることはできません。

• iPod の同期中は、iPod、USBケーブル、
ACアダプター、電源コードを取り外さない
でください。

• iPod⇔iTunes同期機能を使用しているとき
は、本機のアラーム機能は動作しません。

1 2

前面

1 2

背面

ご注意

ご注意

3

上面

4 5

前面

長押し

同期

長押し
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CDの再生

USB機器の再生

y
• CD/USB機器を再生中に上面の ボタンを押した場合、次回は再生していた曲の始めから再生されます。停止中に再度
を押した場合は、以下のように再生されます。

− オーディオCDを再生しているとき：CDの最初から再生
− データCD、USBを再生しているとき：前回停止した曲があるフォルダの最初の曲から再生

• 再生できるディスク、ファイルについては、「ディスクおよびUSB機器について」（☞ P. 16）を参照してください。
• CD/USB機器の再生を停止した後、何も操作されない状態が60分続くと、本機は自動的にシステムオフします。

CD、USB機器の音楽を聴く

1 SOURCE
ソース

を CDにする。
2 CDを入れる。
自動的に再生が始まります。リモコンと
本機のどちらからでも操作できます。

CDのラベル面を手前にして入れてくださ
い。

1 SOURCE
ソース

を USBにする。
2 USB機器を接続する。
自動的に再生が始まります。リモコンと
本機のどちらからでも操作できます。

y
• USB機器はいつでも取り外せます。
• 再生順は以下のようになります。
− フォルダ：フォルダ名の最初の3文字の
アルファベット順。名前にアルファ
ベット以外の文字が使われているフォ
ルダは、アルファベットのフォルダの
後に再生されます。

− ファイル：記録順

表示情報
再生開始時やスキップ時などに、曲、フォルダ、ファイル番号を3～ 4秒間表示します。

データCD/USB機器のフォルダスキップ操作 データCD/USB機器の再生中に、フォル

ダを PRESET
プリセット

で選択する。

1 2

前面

ご注意

1 2

前面

オーディオCD再生時

曲番号

データCD/USB機器再生時
フォルダ番号

ファイル番号

前面
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プリセット機能を使って、FM/AMそれぞれ5局まで登録できます。

ラジオを聴く

放送局を選ぶ

1 SOURCE
ソース

を FMまたはAMにする。
2 自動チューニング：TUNING

チューニング

を長押し
する。

手動チューニング：TUNING
チューニング

を繰り
返し押す。

FM受信中に手動でチューニングした場合、ラ
ジオの音声はモノラルになります。

放送局をプリセットに登録する

1 登録したい放送局を選ぶ。
2 MEMORY

メモリー

を押す。
3 登録したいプリセット番号を選ぶ。
y
登録を途中でキャンセルするには、TUNING

チューニング

を押してください。

4 MEMORY
メモリー

を押して終了する。
登録が完了します。

登録した放送局を選ぶ（プリセット選局）

1 SOURCE
ソース

を FMまたはAMにする。
2 登録した放送局を PRESET

プリセット

で選択す
る。

外部機器の音楽を聴く

1 ポータブルオーディオ機器を市販の
3.5mmミニプラグケーブルでAUX
に接続する。

接続する前に本機とポータブルオーディオ
機器の音量を十分に下げてください。

2 SOURCE
ソース

をAUXにする。
3 接続したポータブルオーディオ機器
を再生する。

1 2

上面前面
ご注意

1 2

上面

前面

3 4

前面

1 2

前面 前面

1 2

前面背面

ご注意
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本機ではお好みの音楽、「ピピピ」というビープ音、またはその両方を、設定した時刻に再生することができます。
このアラーム機能 (IntelliAlarm) には、次の特徴があります。
• 音楽と「ピピピ」というビープ音を組み合わせた、3つのアラームタイプが選べます。

• 音楽ソースとして、iPod、オーディオCD、データCD、USB機器またはラジオが選べます。音楽ソースに
よって、次のようにアラームを選択できます。

• アラームの設定中に設定したアラームを試聴できます。
• スヌーズ機能を使用できます。

アラームの時刻、タイプを設定する

アラーム機能を使う

IntelliAlarm
インテリアラーム

の特徴

SOURCE
ソース

+BEEP
ビープ 音楽ソースとビープ音を設定した時刻に再生します。アラーム時刻の3分前から音楽ソースを再生し、

小さい音量から徐々に設定した音量になります。アラーム時刻にはビープ音を再生します。快適な目覚め
を提供する、お勧めの設定です。

SOURCE
ソース 選択した音楽ソースを設定した時刻に再生します。小さい音量から徐々に設定した音量に

なります。

BEEP
ビープ ビープ音を設定した時刻に再生します。

音楽ソース 設定 機能

iPod プレイリスト 特定のプレイリストを繰り返し再生します。プレイリストを再生したいと
きは、「ALARM Yamaha DTA」プレイリストを前もって作成してくだ
さい。プレイリスト名は、単語を半角スペースで区切って、大文字、小文
字の違いに注意して作成してください。

レジューム再生 「ALARM Yamaha DTA」プレイリストが iPod にないときは、最後に再
生していた曲の続きから再生します。

オーディオCD 曲指定 選択した曲を繰り返し再生します。

レジューム再生 最後に再生していた曲を再生します。

データCD/USB機器 フォルダ指定 選択したフォルダを繰り返し再生します。

レジューム再生 最後に再生していた曲を再生します。

FM/AM プリセット登録局指定 選択したプリセット登録局がかかります。

レジューム再生 最後に聴いていた放送局がかかります。

アラームを設定する

1 SET
セット

を押す。
アラームインジケーター（ ）お
よび設定できる項目が点滅します。

2 PRESET
プリセット

でアラーム時刻を設定す
る。

1 2

上面 前面
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3 ALARM
アラーム

 TYPE
タイプ

でアラームタイプを
設定する。
SOURCE

ソース

+BEEP
ビープ

、SOURCE
ソ ー ス

、BEEP
ビ ー プ

から選択します。詳細については、

「IntelliAlarm
インテリアラーム

の特徴 (☞ P. 9)」を参照
してください。

4 SOURCE
ソース

でソースを選択する(必要な
場合 )。
SOURCE

ソース

+BEEP
ビープ

、SOURCE
ソ ー ス

を選択し
た場合、音楽ソースを設定してくださ
い。AUX以外のソースが選択できます。

5 再生する曲、フォルダ、放送局を指
定する (必要な場合 )。
音楽ソースがCD/USB/FM/AMのとき、

/ で再生する曲、フォルダ、放送局
を指定します。

y
• 音楽ソースとして iPodを選択した場合、
「ALARM Yamaha DTA」プレイリスト
をアラーム時刻に再生します。もし上記
プレイリストが iPod にない場合、最後
に再生した曲の続きから再生します。

• CD/USBを選択した場合、曲番号、フォ
ルダ番号指定時に「0」を選択すると、
最後に再生した曲を再生します。

• FM/AMを選択した場合、放送局指定時
にプリセット登録局を選択しないと（プ
リセットインジケーター消灯）、最後に聴
いていた放送局がかかります。

設定したソースが接続または挿入されてい
ない場合、ステップ5の設定はできませ
ん。

6 VOLUME
ボリューム

でアラーム音量を設定する。
y
iPod やラジオを選択しているときに

を押すと、設定した内容でアラーム
を試聴できます。CD/USBを選択して
いるときは、 が点滅していると
きに を押すと、設定した内容でア
ラームを試聴できます。 を押すと停止
します。

7 SET
セット

を押して終了する。
アラームが設定され、アラームインジ
ケーター（ ）が点灯します。

背面

（必要に応じて選択）

3 4

前面

ご注意

5 6

（必要に応じて選択）

上面 前面

7

上面
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アラーム機能をオン /オフにする

設定した時刻になると、選択したアラーム音が再生されます。再生中は下記の操作が可能です。

アラーム時刻に選択された音楽ソースが再生できない場合（iPodが接続されていない場合など）、代わりにビープ音が再
生されます。

スヌーズ機能を使用する

アラーム音を停止する

アラーム機能をオン /オフにする。
y
アラーム機能をオンにしたとき、アラームイ
ンジケーター（ ）が点灯し、アラーム
時刻が一定時間表示されます。

アラーム音再生中の操作

SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

を押す。
一時的にアラーム音を停止し、5分後に
再びアラーム音を再生します。

y

• アラームタイプがSOURCE
ソース

+BEEP
ビープ

のとき

は、SNOOZE
スヌ ー ズ

/SLEEP
スリープ

を一回押すとビー
プ音を停止し、二回押すと音楽ソースを停止
します。音楽ソースが停止されてから5分
後に再び音楽ソースを徐々に音量を上げなが
ら再生し、ビープ音を鳴らします。

• スヌーズ中はアラームインジケーターが点滅
します。

ALARM
アラーム

もしくは を押す。
y
• アラーム音を停止しない場合、60分後に
自動的に停止します。

• アラームを停止すると、アラーム機能は
オフになりますが、アラーム時刻など設
定した内容は保持されます。再度アラー

ムをオンにする場合は、ALARM
アラ ー ム

を押し
てください。

上面

ご注意

上面

上面 上面
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y
• 選択された音楽ソースがフォルダを含んでいる場合、フォルダシャッフル /リピートも選択できます。
• iPodを再生している場合、ご使用の iPodによっては、シャッフル、リピートが正しく表示・動作しない場合があります。
• iPodを再生している場合、シャッフル・リピート再生の順番は iPodの機種によります。

自動的に本機をシステムオフにします。

シャッフル・リピート再生をする

スリープ機能を使う

システムオフになるまでの時間を選ぶ。
30、60、90、120分が選択できます。
時間を選択するとスリープが設定され、
スリープインジケーター（ ）が前面
ディスプレイに表示されます。
y
スリープをキャンセルするには、

SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

を押します。

音質を調整する

1 再生中にEQを押す。
LOW
ロウ

、MID
ミ ッ ド

、HIGH
ハ イ

が点滅します。
2 LOW

ロウ

、MID
ミ ッ ド

、HIGH
ハ イ

で低音、中音、
高音の音質を調整する。

3 EQを押して終了する。

繰り返し押す繰り返し押す

リピートインジケーターが次のように点灯します。

CD/USB iPod

（フォルダ内の全曲
リピート）

（全曲リピート）

（1曲リピート）
非表示（リピートオフ）

（1曲）

（すべて）
非表示（リピートオフ）

シャッフルインジケーターが次のように点灯します。

CD/USB iPod

（フォルダ内の全曲
シャッフル）

（全曲シャッフル）
非表示（シャッフルオフ）

（曲）

（アルバム）
非表示（シャッフルオフ）

リピート再生シャッフル再生

リモコンリモコン

繰り返し押す

上面

1 2

前面

3

前面
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その他の情報

使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、まず下記をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合
や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機のシステムをオフにし、電源コードをコンセントから抜
いてから、お買上げ店または修理ご相談センターまでお問い合わせください。

故障かな？と思ったら

全般

症状 原因 対策
スピーカーから音が出ない。 音量が最小または消音に設定されている。 音量を調節してください。

音楽ソースが正しく選択されていない。 正しい音楽ソースを選択してください。
ヘッドフォンが接続されている。 ヘッドフォンを取り外してください。

音が突然出なくなる。 スリープ（☞ P. 12）を設定している。 本機のシステムをオンにして再生しなおして
ください。

音割れ、音の歪み、異音がする。 入力した音楽ソースの音量が大きい。また
は本機の音量（とくに低音）が大きい。 VOLUME

ボリューム

で音量を下げるか、EQ
（☞ P. 12）で低音を調整してください。

本機が正常に動作しない。 本機が落雷や過度の静電気など外部からの
強い電気ショックを受けた。

本機のシステムをオフにして電源コードを抜
いてください。約30秒後に電源コードをコ
ンセントに差し、システムをオンにしてくだ
さい。

システムをオンにしてもすぐにオフに
なる。

周囲に設置しているデジタル機器や高
周波機器から雑音が出る。

本機とデジタル機器または高周波機器の位
置が近すぎる。

本機とそれらの機器を離して設置してくださ
い。

時刻の設定内容が消えた。 本機への電力供給が1週間以上遮断され
ていた。

電力供給が1週間以上遮断されると、本機の
メモリーに登録された時刻設定が消えてしま
うことがあります。この場合は時刻を再度設
定してください（☞ P. 5）。

アラームのソースに iPod を設定して
も、アラーム時刻に iPod が再生され
ない。

iPod が本機の iPod Dock
ドック

に接続されてい
ない。

iPod を本機の iPod Dock
ドック

に接続してくださ
い
（☞ P. 2）。

ALARM
アラーム

 TYPE
タイプ

スイッチがBEEP
ビープ

に設定
されている。

ALARM
アラーム

 TYPE
タイプ

スイッチをSOURCE
ソース

、もし

くはSOURCE
ソース

+BEEP
ビープ

に設定してください
（☞ P. 9）。

時計が点滅していて、操作ができな
い。 CLOCK

クロック

スイッチが SET
セット

になっており、
時計設定中の状態。

CLOCK
クロック

スイッチを LOCK
ロック

にしてください。
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iPod

症状 原因 対策
音が出ない。 iPod が iPod Dock

ドック

にしっかり接続されて
いない。

もう一度しっかり接続しなおしてください。

イヤホンが接続されている。 イヤホンを取り外してください。
iPod のソフトウェアが最新バージョンに
なっていない。

アップル社のウェブサイトから最新の
iTunes ソフトウェアをダウンロードし、
iPod のソフトウェアを最新バージョンに
アップグレードしてください。

iPod が充電されない。 iPod が iPod Dock
ドック

に正しく接続されてい
ない。

一旦 iPod を本機から取り外し、再度 iPod 

Dock
ドック

に正しく接続してください
（☞ P. 2）。

システムが省電力モード（☞ P. 2）に
なっている。

を押して、省電力モードを解除してくだ
さい。

iPod を接続後、iPod インジケーター
が2回点滅を3回繰り返す

本機が対応していない iPod が接続されて
いる。

本機が対応している iPod をご使用ください
（☞ P. 17）。

本機を使って iTunes との同期ができ
ない。

使用しているPCや USBケーブルによっ
ては通信に影響が出る場合がある。

お使いのUSB2.0ケーブルを、より短いも
のに交換して下さい。

ディスクの再生

症状 原因 対策
ディスクが挿入できない。 システムが省電力モード（☞ P. 2）に

なっている。
を押して、省電力モードを解除してくだ

さい。
特定の機能が動作しない。 本機で再生できないディスクを再生しよう

としている。
本機の対応ディスク情報および使用している
ディスクの種類を確認してください
（☞ P. 16）。

本体もしくはリモコンの ボタンを
押しても再生が始まらない（すぐに停
止する）。

ディスクが汚れている。 ディスクの汚れを拭きとってください。
本機で再生できないディスクを再生しよう
としている。

本機の対応ディスク情報および使用している
ディスクの種類を確認してください
（☞ P. 16）。

本機を気温の低い場所から高い場所に移動
したため、レンズ部に露が付いた。

本機を、1 ～ 2 時間ほど放置し、部屋の温
度になじませてから、再度操作してくださ
い。

ディスクを挿入後、CDインジケー
ターが2回点滅を3回繰り返し、
ディスクが排出される。

本機で再生できないディスクを再生しよう
としている。

本機の対応ディスク情報および使用している
ディスクの種類を確認してください
（☞ P. 16）。

ディスクが汚れている、または異物が付着
している。

ディスクを取り出し、汚れを拭きとってくだ
さい。または付着した異物を取り除いてくだ
さい。

再生可能なファイルがディスクに入ってい
ない。

再生可能なファイルが入っているディスクを
挿入してください (☞ P. 16)。

ディスクが裏返しに挿入されている。 ラベル面を手前にして挿入してください。
ディスクを挿入後、「Err」と前面ディ
スプレイに表示される。

内部でエラーが発生した。 でCDを取り出してください。
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USB 機器の再生

症状 原因 対策
USB機器内のMP3/WMA ファイル
が再生できない。

USB機器が認識されていない。 本機のシステムをオフ にしてUSB 機器を取
り外してください。その後、システムをオン 
にしてUSB 機器を接続しなおしてください。
USB 機器に AC アダプタが付属している場
合、AC アダプタを接続してください。
上記の対策をしても症状が改善されない場
合、お使いのUSB機器は本機に対応してい
ません。

USB機器を接続後、USBインジケー
ターが2回点滅を3回繰り返す。

本機に対応していないUSB機器を接続し
た。

本機を一旦システムオフ にしてからUSB機
器を接続しなおしてください。もし、再度同
じ症状が現れた場合は、接続されたUSB 機
器は使用できません。

再生可能なファイルがUSB機器に入って
いない。

再生可能なファイルが入っているUSB機器
を接続してください (☞ P. 16)。

USB機器を接続後、「Err」と前面
ディスプレイに表示される。

本機に対応していないUSB機器を接続し
た。

本機を一旦システムオフ にしてからUSB機
器を接続しなおしてください。もし、再度同
じ症状が現れた場合は、接続されたUSB 機
器は使用できません。

過電流を検出した。

FM/AM放送局の受信

症状 原因 対策
ステレオ放送になると雑音が多くな
る。

アンテナが正しく接続されていない。 アンテナが正しく接続されていることを確認
してください（☞ P. 4）。

選択している放送局の電波が弱い、または
お住まいの地域の放送局の受信感度が良く
ない。

手動チューニングで雑音を軽減するか
（☞ P. 8）、市販の屋外アンテナを使用してく
ださい。

屋外アンテナを使用していても受信感
度が悪い（音が歪むなど）。

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を
受けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく
ださい。

リモコンの操作

症状 原因 対策
リモコンで本機を操作できない。 リモコンの操作範囲外から操作しようとし

ている。
リモコンの操作範囲については、「リモコン
を使用する」（☞ P. 1）を参照してください。

本機のリモコン受光部（☞ P. 3）に直射
日光や照明があたっている。

照明または本機の向きを変更してください。

電池が消耗している。 新しい電池と交換してください。
リモコンと本機のリモコン受光部の間に障
害物がある。

障害物を取り除いてください。
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本機は下記のロゴのついた音楽CD、CD-R/RW*を再
生できます。

* ISO 9660 フォーマットのCD-R/RW

y
ディスクのロゴマークは、ディスクやディスクのジャケッ
トに印刷されています。

• 本機の故障やディスクの破損の原因となりますので、上
記以外のディスクは使用しないでください｡

• ファイナライズされていないCD-R や CD-RW ディスク
は再生できません。ファイナライズとは、各ディスクの
再生対応機器で再生できるように処理することです。

• 信頼できるメーカーのディスクを使用してください。録
音状態やディスクの特性によっては、再生できない場合
があります。

• ハート型などの特殊形状のディスクは使用しないでくだ
さい。

• 表面に傷のあるディスクは使用しないでください。

• ディスクを持つときは、
ディスクの縁や中央の穴
を持つようにし、表面に
触れないでください。

• ディスクに鉛筆などで字
を書かないでください。

• ディスクにテープやシールなどを貼ったり、のりな
どをつけないでください。

• 傷つき防止用のプロテクターなどは使わないでくだ
さい。

• ディスク以外のものをＣＤ挿入口に入れないでくだ
さい。

• ひび割れや変形、または接着剤などで補修したディ
スクは使用しないでください。

• ディスクを保管する際
には、直射日光のあた
るところや温度の高い
ところ、湿気やほこり
の多いところは避けて
ください。

• ディスクが汚れたとき
には、乾いた柔らかい
布で中心から外側へふ
いてください。レコー
ドクリーナーやシン
ナーなどは使わないで
ください。

• 誤動作の原因になるた
め、市販のレンズク
リーナーなどは使わな
いでください。

• ディスクは1 枚だけ挿入してください。2 枚以上重
ねて挿入すると故障の原因となり、ディスクを傷つ
けることにもなります。

本機で再生できる機器は、USBマスストレージクラ
スに対応し、データがFAT16または FAT32ファイ
ルシステムで記録されているフラッシュメモリ、ポー
タブルオーディオプレーヤーです。

• お使いのUSB機器によっては正常に作動しないことがあ
ります。

• USBマスストレージクラス以外の機器（USBチャー
ジャーやUSBハブ）、PC、カードリーダー、外付け
HDDなどは本機に接続できません。

• USB 機器を本機と接続して使用しているときに、USB
機器のデータを消失あるいは損傷した場合、当社は責任
を負いかねますのでご了承下さい。

• すべてのUSB機器に対して、動作および電源の供給を保
障するものではありません。

• 本機は以下のファイルに対応しています。

** 固定および可変ビットレートに対応しています。
• 本機が表示できるファイルおよびフォルダは以下の通り
です。

• 著作権保護がされているファイルは再生できません。

ディスクおよびUSB機器について

ディスクに関するご注意

ディスクの取扱いについて

ご注意

注意

USB機器に関するご注意

MP3およびWMAファイルにつ
いて

ファイル ビットレート
(kbps)

サンプリング
周波数 (kHz)

MP3 8-320** 16-48
WMA 16-320** 22.05-48

データCD USB
最大ファイル数 512 9999
最大フォルダ数 255 128
1フォルダ内の最大
ファイル数 511 255

ご注意

ご注意
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プレーヤー部

iPod（デジタル接続）
• 対応 iPod/iPhone
....................iPod touch( 第 1、第 2、第 3、第4世代 )

iPod classic
iPod nano ( 第 2、第 3、第 4、第 5、第 6世代 )

iPhone 4
iPhone 3GS
iPhone 3G
iPhone

CD
• メディア......................................................CD、CD-R/RW
• オーディオフォーマット
........................................... オーディオCD、MP3、WMA

レーザー
• タイプ...............................半導体レーザーGaAs/GaAlAs
• 波長.......................................................................... 790 nm
• 出力...............................................................................7 mW

USB
• オーディオフォーマット................................MP3、WMA

AUX
• 入力端子
..........................................3.5 mm ステレオミニジャック

アンプ部
• 最大出力.......................................................15 W + 15 W

（6Ω 1 kHz、10％ THD）
• ヘッドフォン端子
..........................................3.5 mm ステレオミニジャック

（適合インピーダンス 16 ～ 32 Ω）

チューナー部

受信周波数範囲
• FM ....................................................... 76.0 ～ 90.0 MHz
• AM........................................................531 ～ 1611 kHz

総合
• 電源電圧 /周波数 .......................AC 100 V、 50/60 Hz
• 消費電力....................................................................... 20 W
• システムオフ時消費電力........................................... 1.5 W
• 省電力モード時消費電力...................................0.5 W 以下
• USB FOR SYNC. 端子..................................USB mini-B
• 外形寸法 （幅 × 高さ × 奥行き）
..................................................399 × 181 × 137 mm

• 質量............................................................................. 3.2 kg

仕様、および外観は、製品の改良のため予告なく変更する
ことがあります。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。
隣近所への配慮を十分にしましょう。静かな夜間には小さ
な音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやす
く、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量
を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドフォンをご使用になるの
も一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに
心を配り快適な生活環境を守りましょう。

iPod, iPhone
「Made for iPod」、「Made for iPhone」とは、それぞれ
iPod または iPhone専用に接続するよう設計され、アッ
プルが定める性能基準を満たしているとデベロッパーに
よって証明された電子アクセサリーであることを示しま
す。アップルは、これらの機器操作または、安全規制基準
に関する一切の責任を負いません。
iPhone、iPod、iPod classic、iPod nano、iPod 
touch、iTunes は、米国およびその他の国々で登録され
ているApple Inc. の商標です。

主な仕様

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、
家庭環境で使用することを目的としていますが、この装
置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される
と、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI － B
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この取扱説明書に記載されている以外の調節や操作は、有
害な放射を引き起こす可能性があります。

製品ラベルは本体の底面に掲示してあります。 ご注意
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